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　活 性酸素分子 種 は種 々 の 病態の 発現 に重要 な役 割 を演 じて い る こ とが知 られ て い る 。

我々 は 活性 酸素分子種の 生殖器 系臓器 にお ける役 割 を検索 する た め に 、活 性酸素関連

酵 素 の 発現 を 、主 と して ラ ッ トを対象 と して 、 プ ロ
ー ブ作製を容易 に す るた め に考案

した多標識オ リゴヌ ク レオチ ドプロ ー ブ作製法を用 い た In　situ ハ イ ブ リダイゼ ー
シ ョ

ン法 に よ り検索 し、phospholipid　hydrqperoXide　glutathione　peroxidase （PHGPx ）mRNA が

ラ ッ ト精巣 にお いて 、 精子 形成に お ける ス テ
ージ特異的に発現 して い る こ とを見 出 し

た。 ス テ
ー ジW の パ キ テ ン期の 精母細胞 よ り、PHGPx 皿 RNA の シ グナルが検 出 され 、

ス テ ッ プ 7−12 の 精子細胞 で 強 陽性 に検 出 され た 。 以 上 の 結果 は精 巣に お ける PHGPx

の 発現も上位の 内分泌 調節 に よ り制御され て い る こ と を推察 させ る 。

　下 垂体摘 出は ラ ッ ト精 巣 に お い て 主 と して ス テ ー ジW の 精細胞 に変性 をお こす こ と

が知 られて お り、 PHGPx も下垂 体摘出によ りそ の 発現 が消失する 。

　今 回、精細胞障害の 際 にお ける ス テ
ー

ジ特 異的な遺伝子 発現 や 活性酸素分子種 の 関

与 を知 る 目的 で 、 DNA マ イク ロ ア レイ に よ る解 析 を 、 下 垂体摘 出 ラ ッ トお よびフ タ

ル 酸エ ス テ ル 投与ラ ッ トの 精巣につ い て 行 っ た 。 DNA マ イ クロ ア レイは 、 比較す る

2 種 の 組織 あ る い は細胞 よ り InRNA を 抽出 した後、蛍光 または ラ ジオ アイ ソ ト
ー プ

で 標識された cDNA を合成 し、ナイロ ン膜に 数百か ら数千の cDNA を配列 した マ ク

ロ ア レイ とハ イ ブリダイゼ ー
シ ョ ン させ 、DNA マ イ ク ロ ア レイ の イ メー ジ を蛍光 検

出器 あ る い はオ
ー

トラ ジ オ グラ フ ィ
ー に て 検 出 し、解析 ソ フ トによ り 、 2種 の 遺伝 子

発現パ ター ン を
一

度に数 百か ら数千 の 遺伝子 につ い て解 析す る方法 で ある 。

　下 垂体摘 出 ラ ッ トに つ い て testis　lipid−binding　protein な ど数種 の 遺伝子 に著 明

な減少が観 察 された 。 これ らの 遺伝子 は 、prehminary な実験で フ タル 酸エ ス テ ル投

与 に お い て も減少 して い た 。下垂体摘 出で 消失 す る こ とが報 告 されて い る PHGPx に

つ い て は 、摘出 6 日目 の 時点 で は未 だ有意の 減少 は認め られなか っ た 。 これ らの 結果

を元に 、形態 学的変化 の 観察 に あわ せ て 、in　situ ハ イ ブ リダイ ゼ ー シ ョ ン法 を施行

し、変動 の 著 しい遺伝子 の 局在 を検索する 。
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